６章　　教材

　けれどもあなたは、学んで確信したところにとどまっていなさい。あなたは自分が、どの人たちからそれを学んだかを知っており、また、幼いころから聖書に親しんで来たことを知っているからです。聖書はあなたに知恵を与えてキリスト・イエスに対する信仰による救いを受けさせることができるのです。

テモテへの手紙第二3：14、15

　来世紀、無数人の心をつかむのは聖書を信じる人であろう。もしもわたしたちが未来に生きているのなら「聖書の人」になろう。

リチャード・ウィルケ

　日曜学校は各地の会衆が集う「聖書の学校」です。聖書がわたしたちのテキストであるということは間違いがないのですが、聖書を学ぶときに参考書を使うことに疑問を持つ人もいます。この種の文脈でこそ、日曜学校においてカリキュラムということが問題になるのです。

　カリキュラムという言葉にはもともと「走るところ」とか「競技のコース」という意味があります。伝統的に、この言葉は、与えられる訓練と関わる場合は、内容の本筋という意味を示していました。より最近では、訓練に伴う知識の本筋を通じて生徒が何かを実行するときの活動がカリキュラムなのだという風に注目される傾向にあります。

　キリスト教教育では、この言葉は彼らの霊的、杜会的ニーズを満たす神の真理を、神の言葉の中に探そうとして教師と生徒が一緒に調べる活動を指して使われます。この意味ではカリキュラムという言葉にはあらゆる教師と生徒の活動が含まれています。それには授業そのもの、授業の公開、授業の応用、質疑応答の時間、関連したプロジェクト、そして－一定の年齢では－授業中のリクレーションの時間なども含まれます。しかしこの章の目標はカリキュラムの一側面である教え、学ぶという過程で使う印刷教材について考えることです。

カリキュラムの目的

　教えたり学んだりする環境には様々な要素があり、カリキュラムもこの要素の一つです。これは教師と生徒が学びたいことに達するためのガイドで、教室におけるカリキュラムの機能には以下のことが含まれています。

1．教師が持つ道具となる－日曜学校教師の大半はボランティアで、独自のカリキュラムを組む時間もなく、訓練も受けていません。効果的なカリキュラムを使うことによって勉強のためのよく整った計画と教材を準備することができます。

2．生徒が学ぶ際の実践本を与える－生徒が教え、学ぶことに参加すればいっそう深く学べることはわかっています。カリキュラムが提供する様々な教授法と教材を使えば、ボランティアの教師も分かりやすく教えることができます。練習冊子や宿題、事例研究、地図、カセットテープ、その他の教材などが、カリキュラムを使って教えるときに役に立ちます。

3．好ましい内容について話し合うための組織立った手段を与える―カリキュラムは出版社の神学的立場によって定められた教義上の問題に焦点を当てて作成されています。同時にカリキュラムによって、年齢単位でレベルにふさわしい聖書箇所を周期的に適用できます。

4．継続性を可能にする－複数の教師が順番に教えるような場合には、カリキュラムは、教授・学習過程に継続性を持たせる一定の要因になります。

5．教師と生徒の、学習目標達成を可能にする－年齢によって学習レベルは異なります。カリキュラムにはそれぞれの年齢のレベルで達成できる学習内容が盛り込まれています。

印刷されたカリキュラムの標準

　カリキュラムはその価格などではなく、明確な基準によって選択しなければなりません。日曜学校カリキュラムの数が増し、出版社の営業攻勢の迫力が強いために、カリキュラムを選択するのが難しくなっています。

　日曜学校のカリキュラムを選ぶときにある基本的な問題点は次の通りです。

1．キリスト中心の教材か。生徒がキリストを理解し、救いとキリストの生活に至る道が理解できるものか。

2．聖書中心の教材か。聖書が誤りのない、権威ある、生活のあらゆる面での間違いのない規範として扱われているか。

3．教材は、教師と生徒を霊的真理の理解に導く聖霊に対し、その存在に妥当な卓抜性を感じさせるものか。

4．教材が生徒の必要に関連しているか。教師は生徒の必要を理解し、生徒もこの教材は自分たちのために書かれたものだと感じうるか。教材は生活状況から取られたものか。

5．教材には融通が利くか。民族的、経済的、社会的背景の様々な生徒たちが難なく馴染めるか。教師の能力や方法次第で、バリエーションを設ける余地があるか。

6．魅力的で面白い教材か。そこに読者を引き込むような内容やレイアウトになっているか。

Radiant Life/ Vida Nueva カリキュラム方針

以上のような基準にしたがってアッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団では日曜学校カリキュラムを改善してきました。この教材はイザヤ書28：10の『戒めに戒め、戒めに戒め、規則に規則、規則に規則、ここに少し、あそこに少し。』という言葉に応じて企画されています。石工はまず強固な基礎を据え、それから壁が完成するまで列（規則）に列（規則）を積み重ねます。

　Radiant Life/ Vida Nueva は以下のことを目標としています。

1．救い－それぞれの生徒を救いという、キリストを個人的経験に受け入れる体験に導く。

2．聖書知識－それぞれが神の言葉としての聖書を知り、信じ、聖書に従うことを助ける。

3．聖霊に満たされた生活－それぞれの信徒が、最初の肉体的な証しとしての異言を伴う聖霊のバプテスマを受けるように励ます。また、このカリキュラムでは聖霊の満たしが最終目標なのではなく、聖霊に満たされた生活の始まりになることを求める。

4．クリスチャンとしての成長－それぞれの信徒が、祈り、礼拝、聖書の学び、個人的訓練、個人的な証詞、他の信徒との交わりを通して、成熟したクリスチャンに成長するよう助ける。

5．個人的献身－それぞれの信徒が神の意志に自分自身の生を献げ続けるように導く。

6．クリスチャンとしての奉仕－それぞれの信徒がキリストの体としての教会の一員として奉仕する場を見付け、奉仕するように助ける。また、なお増すクリスチャンとしての奉仕の場や、海外での影響を与えるような場を提供することによって、各地の会衆の中へ入っていく重要性を強調する。

7．クリスチヤン生活―生活のあらゆるところでクリスチャンとしての原則を適用できるようそれぞれの信徒を助ける。

　Radiant Life / Vida Nueva Curriculum は幼児から高齢者まで使える、しっかりと聖書を基礎として教える、世界でも代表的なペンテコステ派のカリキュラムです。この教案は1987年の秋に4才児を対象としたスペイン語の教案として発行されました。その後、1991年にLife Pub1ishers Internationalと協力して、スペイン語のカリキュラムの対象を7才児レベルまで拡大しました。今ではVida Nuevaと呼ばれています。

　Radiant Lifel/Vida Nuevaは今では、ペンテコステ派のバイリンガルのカリキュラムでは中心となる教材です。このカリキュラムは、生徒の生活のなかにゆるぎないペンテコステ信仰の壁を建てるために、神の言葉を基礎として、霊的原則の上に霊的原則を、真理の上に真理を建てています。

Radiant Life / Vida Nuevaの構造

　このカリキュラムでは、どの年齢段階でも、生徒の必要と理解力に合わせて作られています。各レベルとも、さらに深く学ぶことを原則として教える内容のポイントが示されています。

1．生まれてから歩くまでの赤ちゃんは、安心できる雰囲気に反応します。教師は単純な仕草をして、歌を歌い、教会や聖書や神についての基本的な考え方について語りかけます。

2．歩き始めてから2才ぐらいまでの子どもは、愛、信仰、服従の基本的な真理を学び始めます。このレベルでの主要な目的は神の愛を若い魂に根付かせ、日曜学校に出席させ、教会を楽しい経験の場にすることです。

3．就学前の3才から4才の子どもは、神の愛についての基礎となる真理を把握します。子どものレベルにあった礼拝に参加するにつれて、神を愛し、聖書を愛し、教会を愛することを学びます。

4．5才、6才の幼稚園児(小学生は含まない)は、一般的な学校に馴染むにつれて、神と他者に対する正しい態度を学びます。神や両親、他の家族、友達や仲間との人間関係も成長します。学びを通して、広がり変わる世界にどのように適応していくかを学びます。

5．6才から7才の小学校低学年の生徒は、イエスの愛と力についてさらに広く理解します。成長が早く、神が独り子を通してご自身を啓示されたことを理解できます。

6．8才から9才の小学生は“興味をひくようなカリキュラムを通して神の言葉を経験します。とくに神の約束や真理を強調する動作を含んだ活動が、彼らの関心をひきます。この年齢のカリキュラムは、楽しくて何か挑戦できるような内容を考慮します。

7．10才から11才では、決断や霊的成長に神の求めるものが必要だと分かります。学びによって救いを霊的に体験し、クリスチャンとして成長します。

8．十代初期の12才から14才では、生活上の問題や疑問に対して神が答えてくださることで安心します。人生について模索するこの世代のカリキュラムは、厄介な問題に対する聖書的な答えを見出せるものが必要です。

9．15才から18才の生徒は人生の大きな決断をする手引きになるようなことを受け入れます。彼の学びは決断の際の参考になるように、聖書の学びの原則を明確に教えます。高校生のカリキュラムは実際的な方法で神を見出すように10代後半の生徒を励まします。十代は、日曜学校のディスカッションやクリスチャンとの交わりを通して、聖霊との合一の中で成長します。

10．だいたい三十代半ばまでの人は、『若き成人への良き道筋』などのよく整ったカリキュラムなどの出版物にあるような、主題中心のレッスンで学ぶことを好みます。生徒の関わりを促進するような教え方がいいでしよう。

11．大人の場合は実際のクリスチャン生活における霊的な力を得ています。大人になっても毎日の生活における諸々の問題には助けが必要です。Radiant Life/Vida Nuevaの成人科シリーズでは、礼拝に備え、リーダーシツプを身につけるために必要なことを学びます。

　子どもの頃から大人になるまでRadiant Life / Vida Nueva Curriculumで学べば、除々に信仰の壁を積み上げていくことができます。それぞれの授業が、霊的成長の過程において、生徒を一つの聖書真理から次の聖書真理へと導く役割を果たします。

　信仰の確立という最も重要な目的に合わないカリキュラム、あるいはこの目的の役に立たないカリキュラムを使うのは良くないでしょう。その上に、ペンテコステ派の基本的教理を教えるために計画されたカリキュラムでなければなりません。例えば、年齢に関わらず、聖霊の働きについてはペンテコステを強調したカリキュラムでなければなりません。教師も生徒も聖霊をより深く理解し、彼らが聖霊に導かれた生活を求めるようになるためにはペンテコステ派の視点で作られたカリキュラムがいいでしょう。

授業サイクル

　Radiant Life/vida Nueva Curricu1umは、分野別にクラス分けするシステムを採用しています。成人科のカリキュラムはEvangelical curriculum commissionのアウトラインに従っています。各コースは7年問で、聖書の中心的な真理を網羅しており、旧約聖書と新約聖書、教理とその応用、現代の諸問題と聖書的原則などのバランスに配慮しています。

　7年間にわたるシリーズの長さと、聖書全体をわかりやすく細かく取り扱うということは、低学年では使いにくいものになります。継続的な家族での学びがそれぞれの年齢の学びを結びつけると感じている人もありました。しかし、統一されたテキストを基本にしてなお、しかもそれぞれの年齢に合わせたカリキュラムを編集する、などということの非現実性はすぐに認識されるでしょう。

　カリキュラムの発達段階ごとの発展に伴い、乳児から高校生までそれぞれの年齢の必要を満たすことに注意を払われています。サイクルは年齢にしたがって1年間から4年間になっています。新しい若者向けのPathwayというカリキュラムではこの年代の必要をリサーチして、それに基づいてカリキュラムが組まれています。Radiant Life/Vida Nueva Curriculumは、年齢にあった基本的必要を満たすために計画され、できる限り効果的に

この必要に対して伝道するために計画されています。

その他のカリキュラム教材

　ほとんどの教会では、成人礼拝とは別に子どものためのプログラムが行なわれます。Radiant Lifeでは1才から11才までの子ども用の教材がありますが、これは2才児までと、直後の就学前の子どもと小学生用の3つに分かれています。小さな子どもは、通常のRadiant Lifeカリキュラムと関連した聖書に関する学びを楽しむことを中心としています。小学生は大人の礼拝に参加できるように準備しながら、聖書的なテーマを中心に扱います。様々に創造的な教材がある指導者用教材もあります。

　大人や青年用の選択コースのテキストを用意した日曜学校もあります。Radiant Lifeの選択シリーズはこのように使うこともできます。クリスチャン生活、家庭生活、独身で生きること、魂の獲得、教理、聖書の学び、預言などの40を越すテーマごとのテキストがあります。それぞれに教師用ガイドがあり、それぞれ13週間のコースになっています。

日曜学校カリキュラムに加え、高校生養成のための休暇版聖書学校の教材もあります。この授業では聖書の内容とクリスチャン生活に力を入れます。

　日曜学校教材の他の付録としては『信仰の基礎』という子ども向け準備コースがあります。これはアッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の基本的真理に関する宣言を基礎としており、小学校6年生－１１歳向けです。2月から5月の時期に、1回2時間で15回学ぶといいでしょう。日曜学校の時聞に学ぶこともありますが、子どもたちがこのコースを全て学べ、教会の子どもたちとの交わりを互いに持つことができるよう、別に時間をとるほうが良いと多くの牧師は捉えてきています。

　ここにはその他の可能な教材を全て紹介できませんが、日曜学校のカリキュラムにはレベルごとに、教師用の指導書と、生徒用の手引き、宿題、その他様々な教材があることを指摘しておく必要がありましょう。カタログはゴスペル・パブリツシング・ハウスの印刷物販売部門、６５８０２－１８９４ミズーリ州スプリングフィールド、ボブーンヴィル１４４５番地にあります。これは毎年の刊行になり、年齢ごとのカリキュラムと共に翌年の日曜学校の学びのトピックについても案内しています。

　ゴスペル・パブリツシング・ハウスでは、フリーダイヤル１－８００－６４１－４３１０の電話でカリキュラムの試供セットの申し込みも受け付けています。日曜学校や休暇中の聖書学校の試供セットも受け付けます。
� Richard Wilke, And Are We Yet Alive? (Nashville, Tenn.: Abingdon Press, 1986), 87.





